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要    旨 

 

高等学校学習指導要領「体育」の目標には，「生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続す

る資質や能力を育てる」ことが示されている。この目標を達成するためには，生徒の自主性をは

ぐくむための計画と指導，そして観点別評価の在り方が重要である。また，観点別評価を実施す

るためには，「指導と評価の一体化」を目指した単元計画が必要であると考える。そこで，観点

別評価へつながる単元計画の作成をとおして，選択制体育における単元計画の在り方を考察した。 

キーワード：高等学校 選択制体育 単元計画 観点別評価 スキルテスト PDCAサイクル 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

 

高等学校学習指導要領「体育」の目標に示された「生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質

や能力を育てる」ために，多くの高等学校では選択制体育が取り入れられている。選択制体育の授業形式は

その学校における生徒数，体育担当教員数，活動場所の数や広さ，施設や器具の状況，生徒の能力や意識等，

関係する種々の要素に合わせて工夫されなければ成立しないものである。そのため各校では，担当者による

創意工夫がなされ，試行錯誤を繰り返しながら，その学校の現状に合った選択制体育の形式がつくり出され

てきた。また，評価についても大きな変化が求められ，長らく実施されてきた「絶対評価を加味した相対評

価」から「観点別評価（絶対評価）」への変更がなされてきた。しかし，これまで，観点別評価の方法につ

いては，ある一定の方向が示されたものの，定着しているとは言えず，多様な選択制体育の形式へ対応させ

るには各校の体育担当教員の意欲的な研究に依存している部分が大きいのが現状である。 

 そこで本研究では，観点別評価へつなげることを前提とした，選択制体育における単元計画の一例を示す

ことにより，体育の目標達成につながる選択制体育における単元計画の在り方を考察するものである。 

 

Ⅱ 研究目標 

 

選択制体育の観点別評価につながる単元計画の例として，高等学校学習指導要領解説保健体育編（平成21

年７月）を基に，バドミントンについての単元計画表を作成する。また，作成に必要な資料や手順をまとめ，

「指導と評価の一体化」を目指した単元計画の在り方を導き出すことを目的とする。 

 

Ⅲ 研究の実際とその考察 

 

１ 場面設定 

 以下の集団を想定して研究を進めた。 

 ・対象学年：第３学年 

 ・授業クラス：男子20名，女子20名，合計40名×２クラス＝80名 

 ・担当教員：２名（専門種目：新体操，陸上競技） 

 ・時期：秋季～冬季 

 ・場所：第一体育館及び第二体育館 

 ・選択種目：バレーボール，バスケットボール，卓球，バドミントン（４種目同時展開） 

 ・単元時間数：15時間（１時間：50分） 

 



２ 単元の目標 

 「卒業後に少なくとも一つの運動やスポーツを継続することができるようにする」とし，目標の人物像と

して「職場の同僚や近所の知り合いなどと，健康の保持増進のために，バドミントンを定期的にプレイする

サークル活動などを行うことのできる人物」を設定する。これにより，指導の方向性をより明確にできると

考える。 

 

３ 具体的な単元の目標 

単元の目標を達成させるために，必要と思われる能力を具体的に挙げると，「仲間を集めたり，仲間に加

わったりできる能力」，「生活の中にプレイの時間をつくり出す能力」，「プレイする場所を見付け，管理

者と調整する能力」，「練習計画を立てる能力」，「計画どおり練習を継続する能力」，「技術的な課題を

見付ける能力」，「練習やゲームを楽しめる内容へ工夫・変更する能力」等が考えられる。これらの中から

高等学校第３学年の体育で身に付けさせたい内容を考え，以下の①～③のように設定することとする。ただ

し，これらの目標や指導の内容は，高等学校学習指導要領解説保健体育編（以下学習指導要領解説とする）

の内容からそれないものとする。具体的な単元の目標を設定することで，単元という限られた時間の中で，

より焦点を絞った指導が可能となる。 

 

①自ら技能や態度の課題を見付けることができる。 

 高等学校３年生であるため，１年後からは体育の授業のように，課題を見付け，助言してくれる教師の

存在はなくなる。そのことを考えると，計画から実践までを可能な限り生徒主導で行わせることが重要で

ある。特に自己の課題を積極的に探り，発見することは，技能を高めるためにも活動を継続するためにも

重要である。 

 

②自ら練習方法を楽しめる内容へ工夫・変更することができる。 

 楽しみながらも技能の高まる練習方法を考え出したり，探したりできることが，楽しい活動へつながり，

かつ，活動の継続へもつながるものと考える。そのためには，練習方法に関する情報を収集する能力が必

要となる。 

 

③仲間と楽しく練習やゲームをすることができる。 

所属する集団や，周りで活動する外の集団とのコミュニケーション能力が高ければ，より楽しい活動と

なるはずである。 

 

４ 単元計画を作成するための準備 

 単元の目標を達成するためには，生徒の自主的な活動を促すことが必要とされるが，だからといって，放

任的な授業になってはならない。そのためには，「自主的な活動のための手助けとなる情報を事前に提供す

ること」が必要である。言い換えれば，「目指すべき方向を具体的に示すこと」が必要ということである。

これは「やるべき内容を示す」のではなく「目指すべき方向を示す」ということであり，活動内容を事細か

に指示するのではなく，具体的な目標を持たせることが重要であると考える。 

 

【バドミントンの技能の一つを例として考える】 

 学習指導要領解説「Ｅ 球技 １ 技能 イ ネット型 例示 その次の年次以降」の「・サービスでは，

ボールに変化をつけて，ねらった場所に打つこと。」について 

 

手順１ 授業ポイントを特定する（表１） 

 

１例 示 の 抜 粋  「変化をつけて，ねらった場所へのサービス」 

１区 分  「シャトルや用具の操作」 

１分 類  「サービス」 

１指導のポイント  「打ち方，選択肢（打つ方向や高さ等）」 

学習指導要領解説の例示を基に技能を分類し，指導のポイントをまとめる。実際に担当する生徒への指導

をイメージしながら，ポイントを絞る。今回は評価規準を決めるために，指導のポイントは簡単にまとめる



こととした。実際の指導へ役立てるためには，これとは別に，生徒への発問や声がけなどを具体的に細かく

書き出すと良い。 

 

手順２ 評価規準を決める（表２） 

 

 「技能」→「サービス」 

評価ａ 

 「ねらった所へ精度の高いショートサービスとロングサービスを打つことができる。」 

評価ｂ 

 「ショートサービスとロングサービスを打つことができる。」 

評価ｃ（ｂに届かない生徒への手だて） 

 「フォームを指導する。（スイングの軌道や手首の使い方）」 

例示の内容を具体的にどのような規準で評価するのかを，手順１の「指導のポイント」を踏まえながら決

定する。 

評価ａの下線部は，評価ｂとの違いを強調した。 

 

手順３ 生徒へ示す評価規準を決める（授業の目標）を決める（表３） 

 

 「技能」→「サービス」 

評価ａ 

 「ねらった所へ精度の高いショートサービスとロングサービスを打つことができる。」 

評価ｂ 

 「ショートサービスとロングサービスを打つことができる。」 

評価方法 

 「・基本技能チャレンジカードによる評価を行う。チャレンジカードの内容については合格するまで，何

回チャレンジしても良い。」 

評価規準：教師用が決定したら，その内容を基に生徒用を作成する。評価aと評価bについては教師用と全

く同じ内容とする。生徒用へは評価方法が分かるように説明を付け加えることとする。 

 

手順４ 具体的な評価方法を決める（表４） ※技能以外の観点に関しては手順３までで終了。 

 

 「サービス」 

①認定員へショートサービスを打つ。認定員は全てスマッシュをねらう。スマッシュを決められなけれ

ば成功。５本中４本以上の成功を合格の目安とする。上記と同様に，ロングサービスで行う。 

②サービスを誰もいないコートの４隅へ打ち分ける。スマッシュを打たれない球筋で打つ。４隅へ２本

ずつ合計８本打ち，６本以上の成功を合格の目安とする。 

③認定員を崩すように工夫してサービスを打つ（５本程度）。先生が認定すれば合格とする。 

技能について，生徒の自主的な活動を引き出すためには，手順３の評価規準以上の情報を与える必要があ

ると考えるため，具体的な評価方法を作成し生徒へ示すこととする。生徒は自分がどのように評価されるの

かを知ることで，テストへ向けた的確な準備（練習）ができるようになる。また，テスト後は自分に足りな

い部分を発見することができる。そして，その発見は自分の課題を知ることとなり，その課題を克服するこ

とが技能の向上や評価アップへ直接つながっていくため，次の活動の原動力になるものと考える。 

 

上記の手順に従って以下の表１～表４を作成した。 

○授業ポイントの特定（表１） 

 学習指導要領における指導内容を，系統性を重視して明確化したものである。生徒が確実に指導内容を身

に付けられるような評価規準を作成する手掛かりとなる。 

 内容は学習指導要領解説における，「球技・バドミントン・高等学校その次の年次以降」の例示等から，

「技能」，「態度」，「知識・思考・判断」の３つに分けて抜粋し，それを区分・分類して項目分けしたも



のである。「Ｆ 指導のポイント」は各項目に対して，２～３の指導ポイントを単元の目標や生徒の実態を

イメージしながら独自に設定したものである。 

 

表１ 授業ポイントの特定 
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　単元名

Ｂ　内容 Ｃ　解説の例示等の抜粋 Ｄ　区分 Ｅ　分類

変化をつけて、ねらった場所へのサービス サービス 打ち方 選択肢

緩急や高低をつけての打ち返し ストローク 打ち方 選択肢

変化のあるサーブに対応したレシーブ レシーブ 打ち方 選択肢

作戦に応じたシャトル操作 打ち分け サーブの作戦 ストロークの作戦 レシーブの作戦

守備のバランスを維持する動き ポジション 自己の特性に合わせた 相手の動きに対応した

仲間とタイミングを合わせた守備位置の移動 ポジション チームの特性に合わせた 相手の動きに対応した

主体的に取り組む 自ら考え自ら行動する

ルールやマナーを大切にする 審判に従う 場所や時間を分け合う 相手のプレイを認める

仲間と必要な役割を作り、分担したり引き受けたりする 準備・片づけ 審判 競技会の進行

相手の感情や発言を尊重し、建設的な修正意見
を提案しながら話し合いを進める

班活動 対戦相手との話し合い

互いに高めあい助け合う 練習中の話合い ゲーム後の話合い

健康・安全のための行動や運動量、留意点を理
解し、取組む

準備運動 運動環境 安全な服装

目指す目標におうじたチームや自己の課題を設
定する

知識・思考・判断 練習の選択 チームの技術分析 技術の知識 練習・競技会の知識

チームや自己の目標と成果を検証し、課題を見
直す

知識・思考・判断 練習の検証 チームの技術分析 技術の知識 練習・競技会の知識

仲間の技術的な課題や練習方法の選択につい
て指摘する

知識・思考・判断 仲間へ指摘 積極的な発言 技術の知識 練習・競技会の知識

自己や仲間の体調に応じた活動の仕方を選ぶ 知識・思考・判断 練習の選択 自己の体調を知る 仲間に気を配る 練習・競技会の知識

作戦などの話合いの場面で、合意を形成するた
めの調整の仕方を見付ける

思考・判断 意見の調整 積極的な発言 仲間の考えを知る

生涯にわたって楽しむための自己に適した関わり
方を見付ける

思考・判断 自分探し 自己の特性に気付く 種目の特性を知る 楽しみ方を知る

知識
思考
判断

共通事項

公正・協力

責任・参画

健康・安全

技能

シャトルや用
具の操作

持たないとき
の動き

態度

　バドミントン（高等学校その次の年次以降）

Ｆ　指導のポイント

 

○評価規準：教師用（表２） 

評価規準はこの単元で生徒へどのような能力を身に付けさせるのかを具体的に表したものであり，単元計

画を作成する前に必要であろうと考える。 

内容は表１の作成によって分類された項目や，明確化された指導内容のポイントを基に，観点別評価の４

観点に分けて作成した。各項目に対する評価は「ａ・ｂ・ｃ」で行うこととした。まずは全ての生徒に最低

でも到達してほしいラインとして，評価「ｂ」の規準を設ける。次に，評価「ａ」として，「ｂ」との違い

を明確にした規準を設ける。最後に，評価「ｃ」については「ｂ」に到達しないものを指すこととし，欄に

は「ｂ」に届かない生徒への手だて」を記入することとする。 

本研究では，評価の総括については詳しく取り上げないが，表２の評価を「Ａ・Ｂ・Ｃ」ではなく「ａ・

ｂ・ｃ」とした理由は，「Ａ・Ｂ・Ｃ」を単元の評価の際に使用することを想定しているからである。例え

ば，技能の①～⑫（後述表３）について，授業内において「ａ・ｂ・ｃ」を用いて評価し，補助簿や評価簿

へ記入し，蓄積しておく。そして最終的に単元の評価をする際，蓄積したデータを基に総括して，「Ａ・

Ｂ・Ｃ」を使って単元の評価を出すものとする。 



表２ 評価規準：教師用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観 ノ ス ペ
サ

ー
ビ

ス

①
②
③

ショートサービスとロングサービスを打
つことができる

狙った所へ精度の高いショートサービスと
ロングサービスを打つことができる。

フォームを指導する。（スイングの軌
道や手首の使い方等）

○

ス

ト

ロ

ー
ク

④
⑤
⑥

相手からの返球に応じて、様々なフラ
イトを打ち分けることができる。

相手からの返球に応じて、狙った所へ精
度高く、様々なフライトを打ち分けることが
できる。

苦手なフライトの打ち方や練習方法
を指導する。

○

レ

シ

ー
ブ

⑦
⑧
⑨

相手からの様々なサーブに対応して、
打ち返すことができる。

相手からの様々なサーブに対応して、狙っ
た所へ精度高く、打ち返すことができる。

レシーブ時の立ち位置と構え方を指
導する。

○

⑩
自分で決めた攻撃パターンを実践する
ことができる。

自分で決めた攻撃パターンを、狙った所へ
精度高く、実践することができる。

攻撃パターンの作り方と考え方を指
導する。

○ ○

⑪
ニュートラルポジションを意識した動き
ができる。

常に、ニュートラルポジションを意識した動
きができる。

フットワークの練習方法と必要性を
指導する。

○ ○

⑫
仲間と立てた作戦を意識した動きがで
きる。

常に、仲間と立てた作戦を意識した動きが
できる。

ダブルスのフットワークの練習方法
と必要性を指導する。

○ ○

自ら考え行動しようとする。
仲間のことも考えながら、自ら考え行動し
ようとする。

○ ○

時間を守ろうとする。 率先して、時間を守ろうとする。 ○ ○

審判に従おうとする。 率先して、審判に従おうとする。 ○ ○

場所や時間を分け合おうとする。
率先して、場所や時間を分け合おうとす
る。

○ ○

相手のプレイを認めようとする。 常に、相手のプレイを認めようとする。 ○ ○

準備や片づけを率先して行おうとす
る。

常に、準備や片づけを率先して行おうとす
る。

○ ○

審判や競技会の進行を行おうとする。
率先して、審判や競技会の進行を行おうと
する。

○ ○

相手の感情や発言を尊重しながら、仲
間や対戦相手と話し合おうとする。

常に、相手の感情や発言を尊重しながら、
仲間や対戦相手と話し合おうとする。

○ ○

互いに高め合い、助け合おうとする。 常に、互いに高め合い、助け合おうとする。 ○ ○

準備運動をしっかりしようとする。 常に、準備運動をしっかりしようとする。 ○ ○

運動環境の安全に気を配ろうとする。
常に、運動環境の安全に気を配ろうとす
る。

○ ○

安全な服装を心がけようとする。 常に、安全な服装を心がけようとする。 ○ ○

仲間や自分の体調に気を配ろうとす
る。

常に、仲間や自分の体調に気を配ろうとす
る。

○ ○

目標に応じてチームや自分の課題を
見つけている。

目標に応じてチームや自分の課題を、的確
に、見つけている。

○ ○

チームや自分の課題を見直している。
チームや自分の課題を、効果的に、見直し
ている。

○ ○

仲間へ技術的な課題や練習方法につ
いてアドバイスしている。

仲間へ技術的な課題や練習方法につい
て、的確に、アドバイスしている。

○ ○

作戦などの話合いで、積極的に発言
するなど、話合いをまとまる方向へ導
いている。

作戦などの話合いで、積極的に発言するな
ど、話合いをまとまる方向へ、中心となっ
て、導いている。

○ ○

ゲームのルールや審判方法を、言った
り書き出したりしている。

ゲームのルールや審判方法を、正確に、
言ったり書き出したりしている。

○ ○

課題に応じた練習方法を、言ったり書
き出したりしている。

課題に応じた練習方法を、正確に、言った
り書き出したりしている。

○ ○

観＝観察
ノ＝ノート
ス＝スキルテスト
ぺ＝ペーパーテスト

評価場面
b a（bとの違い） bに届かない生徒への手立て

①

④

⑤

技
能

関
心
・
意
欲
・
態
度

思
考
・
判
断

⑬

①

②

③

⑪

⑫

打

ち

分

け

・

ポ

ジ

シ

ョ
ン

①

②

⑨

⑩

②

③

知
・
理

・追試験
・ノートへ助言を記入する。

・Ｂに届いていない状況を指摘し、
必要性について話し合う。

・ノートへ助言を記入する。

・生徒が自ら気付き実践できるよ
う、授業内容を工夫する。

⑥

⑦

⑧

④

○評価規準：生徒用（表３） 

 指導と評価の一体化のためにも，生徒自身が授業において，何を目標に活動すべきなのかを知ることは重

要である。「何を目標に活動すべきなのかを知る」ということはすなわち，何を頑張って，どこまで到達す

れば，良い評価につながるのかを知ることであり，これを明確に認識させることが生徒の自主的な活動につ

ながるものと考える。反対に，これを明確に認識できていない生徒の自主的な活動は，単元の目標から外れ

た活動になりやすいと考える。よって，単元開始の最初の時間に表を配付し，説明することとする。特に技

能以外の観点に関しては，この表を基に自主的な活動がなされるよう，詳しく説明し理解を促すようにする。 

 内容は，教師のねらいと生徒の目標を一致させるためにも，表２の評価規準：教師用に完全対応させたも

のである必要がある。また，全ての生徒が理解できるよう，各校の実態に応じた表現の工夫が必要である。 



表３ 評価規準：生徒用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観 ノ ス ペ
サ

ー
ビ

ス

①
②
③

ショートサービスとロングサービスを打
つことができる

狙った所へ精度の高いショートサービスとロ
ングサービスを打つことができる。

○

ス

ト

ロ

ー
ク

④
⑤
⑥

相手からの返球に応じて、様々なフラ
イトを打ち分けることができる。

相手からの返球に応じて、狙った所へ精度
高く、様々なフライトを打ち分けることができ
る。

○

レ

シ

ー
ブ

⑦
⑧
⑨

相手からの様々なサーブに対応して、
打ち返すことができる。

相手からの様々なサーブに対応して、狙った
所へ精度高く、打ち返すことができる。

○

⑩
自分で決めた攻撃パターンを実践する
ことができる。

自分で決めた攻撃パターンを、狙った所へ精
度高く、実践することができる。

○ ○

⑪
ニュートラルポジションを意識した動き
ができる。

常に、ニュートラルポジションを意識した動き
ができる。

○ ○

⑫
仲間と立てた作戦を意識した動きがで
きる。

常に、仲間と立てた作戦を意識した動きがで
きる。

○ ○

自ら考え行動しようとする。
仲間のことも考えながら、自ら考え行動しよ
うとする。

○ ○

時間を守ろうとする。 率先して、時間を守ろうとする。 ○ ○

審判に従おうとする。 率先して、審判に従おうとする。 ○ ○

場所や時間を分け合おうとする。 率先して、場所や時間を分け合おうとする。 ○ ○

相手のプレイを認めようとする。 常に、相手のプレイを認めようとする。 ○ ○

準備や片づけを率先して行おうとす
る。

常に、準備や片づけを率先して行おうとする。 ○ ○

審判や競技会の進行を行おうとする。
率先して、審判や競技会の進行を行おうとす
る。

○ ○

相手の感情や発言を尊重しながら、仲
間や対戦相手と話し合おうとする。

常に、相手の感情や発言を尊重しながら、仲
間や対戦相手と話し合おうとする。

○ ○

互いに高め合い、助け合おうとする。 常に、互いに高め合い、助け合おうとする。 ○ ○

準備運動をしっかりしようとする。 常に、準備運動をしっかりしようとする。 ○ ○

運動環境の安全に気を配ろうとする。 常に、運動環境の安全に気を配ろうとする。 ○ ○

安全な服装を心がけようとする。 常に、安全な服装を心がけようとする。 ○ ○

仲間や自分の体調に気を配ろうとす
る。

常に、仲間や自分の体調に気を配ろうとす
る。

○ ○

目標に応じてチームや自分の課題を
見つけている。

目標に応じてチームや自分の課題を、的確
に、見つけている。

○ ○

チームや自分の課題を見直している。
チームや自分の課題を、効果的に、見直して
いる。

○ ○

仲間へ技術的な課題や練習方法につ
いてアドバイスしている。

仲間へ技術的な課題や練習方法について、
的確に、アドバイスしている。

○ ○

作戦などの話合いで、積極的に発言
するなど、話合いをまとまる方向へ導
いている。

作戦などの話合いで、積極的に発言するな
ど、話合いをまとまる方向へ、中心となって、
導いている。

○ ○

ゲームのルールや審判方法を、言っ
たり書き出したりしている。

ゲームのルールや審判方法を、正確に、言っ
たり書き出したりしている。

○ ○

課題に応じた練習方法を、言ったり書
き出したりしている。

課題に応じた練習方法を、正確に、言ったり
書き出したりしている。

○ ○

④

①

②

⑪

⑫

⑬

①

②

③

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

関
心
・
意
欲
・
態
度

・普段の授業態度やノートへの
記入状況を踏まえて判断する。

・「a」と認めた場合は直接褒める
こととする。

・「b」に届かないと判断した場合
は直接注意するが、それでも改
善が見られない場合は「c」とす
る。

思
考
・
判
断

知
・
理

・ルールや審判方法についての
試験とノートの記入状況によっ
て評価する。

観＝観察
ノ＝ノート
ス＝スキルテスト
ぺ＝ペーパーテスト

①

②

③

④

b a（bとの違い） 評価方法
評価場面

技
能

・基本技能チャレンジカードによ
る評価を行う。チャレンジカード
の内容については合格するま
で、何回チャレンジしてもよい。

・⑩⑪⑫については練習やゲー
ムでのプレイを評価する場合も
ある。

打

ち

分

け

・

ポ

ジ

シ

ョ
ン

○基本技能チャレンジカード（表４） 

 評価規準：生徒用（表３）の「技能」については，目標の内容をより具体的なものとすることで，毎時間

の自主的な活動の促進を図ることができると考える。よって表３とともに，単元開始の最初の時間に表を配

付し，説明することが必要である。 

 内容は，目標＝評価ととらえ，各目標に対する評価方法を具体的に明記する。評価活動は担当教師が認定

員（教師が認定した生徒）に協力させながら行うこととする。基本的に認定員が認定する内容は評価規準の

評価「ｂ」に対応する部分とし，評価「ａ」に対応する部分は教師が認定するものとする。認定員について

は「基本技能チャレンジカード」の内容を全て達成し，単元の目標を理解した生徒を教師が指名することと

する。認定員を作ることで，生徒同士での教え合いが行われるようになるなど，活動の中心が教師ではなく，

生徒自身となり，単元の目標達成に必要だとした，生徒の自主的な活動を促すためには，非常に効果的であ

ると考える。また，体育教師が万が一，怪我や体調不良で実技ができない場合でも，認定員を活用すること

でスムーズな技能指導を行うことができる。 



表４ 基本技能チャレンジカード（スキルテスト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　※　認定員＝基本技能をクリアし、先生に認定を受けた生徒

評価方法 サイン（月日）

認定員へショートサービスを打つ。

認定員は全てスマッシュを狙う。スマッシュを決められなければ成功。

５本中４本以上の成功を合格の目安とする。

上記と同様にロングサービスで行う。 認定員

サービスを誰もいないコートの４隅へ打ち分ける。

スマッシュを打たれない球筋で打つ。

４隅へ２本ずつ合計８本打ち、６本以上の成功を合格目安とする。

認定員を崩すように工夫してサービスを打つ。（５本程度）

先生が認定すれば合格とする。

認定員と２人で、サービス→ハイクリア→ドロップ→ヘアピン→ヘアピン→チャンス
ボール→スマッシュを打つ。

２セット行う。（２セット目はサーブチェンジする。）

全てのフライトが正確に打てることを合格の目安とする。

認定員が右のサービスエリアから打ちだすフライトに反応して、全て右のサービスエ
リアへ返球する。同様に左も行う。

認定員は４隅を基本にコースを打ち分ける。

左右×５本の合計１０本中８本以上の成功を合格の目安とする。

認定員を崩すように工夫してラリーを行う。

先生が認定すれば合格とする。

認定員のサービスに対応してスマッシュされないようにレシーブをする。

認定員は４隅へランダムに打ち分ける。

５本中４本の成功を合格の目安とする。

認定員が打つサービスに対応して指定した場所へレシーブをする。

認定員は４隅へランダムに打ち分ける。

５本中４本の成功を合格の目安とする。

認定員のサービスに崩されないように工夫してレシーブをする。（５本程度）

先生が認定すれば合格とする。

⑩ 認定員とスマッシュを禁止したゲームをする。

⑪ 目標を考えながらプレイする。

⑫ 先生が認定すれば合格とする。

サ

ー
ビ
ス

① 認定員

② 認定員

③ 先生

ス
ト
ロ

ー
ク

④ 認定員

⑤ 認定員

⑥ 先生

先生打
ち
分
け

ポ
ジ
シ

ョ
ン

レ
シ

ー
ブ

⑦ 認定員

⑧ 認定員

⑨ 先生

 

５ 単元計画の作成 

 表１～表４を単元計画の別表扱いとすることで，シンプルで生徒にも分かりやすい単元計画を作成するこ

とができる。また，単元計画を種目別に切り出して，練習ノートを作成し活動や評価へ役立てることとする。 

○単元計画（表５） 

 単元の目標を達成するためには，生徒の自主性を養う必要があり，そのためには単元計画をゼロから立て

させることも一つの方法である。しかし，今回の場面設定では担当教員は２名であり，一つの体育館で二つ

の種目が同時展開されているところへ１名しか配置されておらず，効率的に指導助言するためには，ある程

度の時間的な枠組みが必要である。特に，教師主導の技能指導の時間を設けるためには，二つの種目で重な

らないように，あらかじめ時間を設定しておく必要がある。これも単元開始の最初の時間に表を配付し，説

明する必要があると考える。 

 内容は，１時間ごとの活動内容と単元全体の活動の流れが分かるようにする。活動内容については，基本

的に以下の７つのパターンで構成する。 

Ｔ 技能指導。教師主導の一斉指導の形式で，基本技能チャレンジカードの内容を中心に指

導・助言する。前半に多く設定し，この活動の中で認定員を指名する。 

Ｆ フリータイム。前半に「Ｔ」があった場合は，その内容を受けて「Ｐ」か「Ｇ」を各班

で選ぶことができる。 

Ｐ 技能練習。基本技能チャレンジカードの内容について練習したり，ゲーム前の技能確認

に使ったりする。各自や各班で立てた目標や計画に沿って活動する。練習内容が楽しめ

るものになるよう指導・助言する。チャレンジカードの内容について認定活動を行う。

Ｇ ゲーム。各自や各班の目標を意識しながらゲームをする。ゲームのルール設定や審判は

生徒が自主的に行うよう指導・助言する。 



テスト① 基本技能チャレンジカードの教師が認定する部分に関して，普段の活動においても生徒

からの申出があれば実施するが，前の時間までに実施されていない生徒に対しては，こ

の時間を利用して実施する。 

テスト② 基本技能チャレンジカードの教師が認定する部分に関して，前の時間までにクリアして

いない生徒の最後のチャンスとして位置付ける。 

ルールテスト ルールや審判方法についてペーパーテストを実施する。内容は自主的に競技会を開催す

るために最低限必要なものとし，満点を目指すよう指導する。 

 各パターンの活動内容についても，「生徒が活動する際の注意点」として，おおよその時間的な目安を設

定する。そうすることで，各班で考えなければならない内容が絞られ，技能練習の内容や目標，ゲームの内

容や目標など，生徒の取組が重要な部分に絞ってできるようになると考える。「教師の活動」の欄について

は，生徒に配付する際は消去することとする。 

 

表５ 単元計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
P P P P P P P P P

Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ
P P P P P P P P P

Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ
P P P P P P P P P

Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ
P P P P P P P P P

Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ

５分 ・班の本時の活動を打合せしながらの体操をする。・種目に必要なトレーニングをする。 ・活動を観察。
３分 ・チームの課題を教師と一緒に話し合う。 ・生徒に課題を気付かせる話合い。

技能指導 ・一斉授業と同様に、教師主導による技能指導をうける。 ・話合いから導き出された課題を解決するための技能指導。
・チャレンジカードの認定活動

・フリータイム。 ・巡回して、各班の活動を観察。必要に応じて助言。
・前半が「T」の時は、学んだことを生かして、技能練習またはゲームをする。 ・評価補助簿の記入。

フリータイム ・後半がテストの時は、テストのための練習とする。 ・チャレンジカードの認定活動

５分 ・班の本時の活動を打合せしながらの体操をする。・種目に必要なトレーニングをする。 ・巡回して、各班の活動を観察。必要に応じて助言。
・班の計画に沿って技能練習をする。 ・評価補助簿の記入。

技能練習 ・仲間にアドバイスしたり、アドバイスを求めたりする。 ・チャレンジカードの認定活動

・ゲーム開始前に、このゲームの目標を確認し合う。 ・巡回して、各班の活動を観察。必要に応じて助言。

（個人目標、チーム目標、技能目標、メンタル目標等） ・評価補助簿の記入。

ゲーム ・ゲーム終了後、このゲームで良かった点や次のゲームへの改善点を話し合う。

・審判をする。

５分 ・本時の活動で気付いた点、学んだこと、今後の課題等を記入する。 ・巡回して、各班の活動を観察。

ノート記入

Ｇ =

３０分

Ｎ =

生徒が活動する際の注意点

=P
１０分

１２分

教師の活動

班分け

班の目標、練
習計画決め

T =

Ｆ =
20分

Ｇ

Ｇ

レ
ー

卓

班分け

班の目標、練
習計画決め

班分け

班の目標、練
習計画決め

Ｇ

班分け

班の目標、練
習計画決め

T

Ｆ

T

Ｆ
Ｇ

T

Ｆ

T

Ｇ

Ｇ Ｇ

T

ＦＦ

T

Ｆ

T

Ｇ

Ｇ

Ｆ

T

Ｆ

T Ｆ

Ｆ

T

Ｆ

Ｇ

テスト①

Ｇ

第
一
体
育
館

第
二
体
育
館

Ｇ

Ｆ

テスト①

Ｆ

テスト①

T

Ｇ
ルールテスト

Ｇ

Ｇ Ｇ Ｇ

Ｇ

Ｇ

テスト②

ＧＧ Ｇ

テスト②

ルールテスト

テスト②

Ｇ Ｇ

Ｇ

Ｇ

ルールテスト

Ｇ
ルールテスト

テスト②

Ｇ ＧＧ

ＧＧＧ Ｇ

Ｇ

Ｆ テスト①

T Ｆ

Ｆ

Ｇ

バ
ド

球

バ

バ
ス
ケ



○練習ノート（表６） 

 自主的な活動の手助けとして生徒全員に配付して記入させる。また，生徒がどのような目標を持って活動

しているのかを，教師が知る手だてとしても活用することができる。単元の最初の時間に記入方法を説明す

る。毎時間，最後の５分間は，活動班で集合し，話し合いながら各自で記入させる。その日の活動内容を基

に，次の時間の活動内容と目標を必ず記入させるように指導する。 

内容は以下のとおりである。 

 ・サービス，ストローク，レシーブ，打ち分け，ポジション 

基本技能チャレンジカード（表４）の内容を基に，次の時間の技能練習では，どの内容を練習するの

かについて，数字を記入し目標とする。目標を設定する際は，本時の反省点を生かして決めるようにす

る。 

 ・チームの目標，自己の目標 

その日の活動を振り返って，次回の目標を設定し記入する。活動を振り返る際は，今日の良かった点，

反省点，話し合ったことなどへ記入した内容を参考にする。 

 ・今日の良かった点，反省点，話し合ったことなど 

「評価規準：生徒用」（表３）の内容を参考に，その時間のプレイや考えた内容，話し合った内容な

どについて記入する。 

 

表６ 練習ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
P P P P P P P P P

Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ
サービス

ストローク

レシーブ

打ち分け

ポジション

チームの目標

自己の目標

今日の良かった点
とその理由

今日の反省点
とその理由

今日話し合ったことや
ゲームのルールで
工夫したこと
　　　　　　　　　　など

T

Ｆ
Ｇ Ｇ Ｇ

バ
ド

班分け

班の目標、練
習計画決め

T

Ｆ
ＧＧ Ｇ

テスト②

ルールテスト
Ｇ

T

Ｆ
ＧＧ

Ｆ

テスト①

チャレンジカードのに対応した数字を記入する

（例）①②⑤

前の日のノートの時間に、次の時間の目標として記入し

ておく。

チームの目標と自己の目標を、評価規準の内容を踏ま

えて記入する。

前の日のノートの時間に、次の時間の目標として記入し

ておく。

本時の活動について、技能や態度などに触れながら

ノートの時間を使って記入する。



Ⅳ 研究のまとめ 

 

目標は明確であればあるほど，具体的な課題が発見でき，それによって積極的に取り組むことができる。

そして，取り組んだ結果を正しいものさしで客観的に自己評価することができれば，次の取組に生かされて

いく。指導と評価の一体化とは，このようなPDCAサイクルで成立している。本研究では「単元の目標」に対

して，「目標の人物像」と「具体的な単元の目標」を設定することで目標の明確化を図った。また，「授業

ポイントの特定」（表１）の作成から，学習指導要領に沿った内容とし，「評価規準：教師用」（表２）に

よって具体的な課題を導き出した。これはPDCAの「Ｐ（計画）」の部分になるが，このＰを観点別評価への

つながりを見据えて作成することは，観点別評価を成立させられるかどうかのカギになると考える。例えば，

授業内容は従来どおり行い，評価だけを観点別に変更した場合，評価規準は授業内容を基に作成することに

なり，完成した評価規準の４観点はバランスが悪くなり，学習指導要領の内容に沿ったものとは言えなくな

る。また，授業内容を変更しないことは，PDCAサイクルが機能しないことであり，「指導と評価の一体化」

の観点からも妥当とは言えない。 

今回の単元計画作成においては，生徒の活動の中にもPDCAサイクルを組み込むことで，自主性を育むとい

う目標を実現しようとした。生徒にとっての目標を，「評価規準：生徒用」（表３）と「基本技能チャレン

ジカード」（表４）の作成によって明確にし，「単元計画」（表５）を作成することで活動の方向性を示し

た。単元計画作成の過程で気付いたことは，生徒の自主的な活動を促すための工夫として行った作業によっ

て，生徒の活動をより詳しく想定することとなり，その結果，指導方針や具体的な指導方法の改善点がおの

ずと見えてきたことである。この改善点を次の指導に生かすことが，「指導と評価の一体化」になるのだと

いうことを実感する研究となった。 

 

Ⅴ 本研究における課題 

本研究により，「指導と評価の一体化」につながる観点別評価には，それを前提にした単元計画の作成が

必要であることが分かったが，その他にもいくつかの課題が考えられる。例えば「評価補助簿の作成」や

「時案の作成」，「単元評価の総括と学期及び学年末評価の総括方法」，「授業の評価（生徒評価・他の教

師からの評価・授業者評価）」などである。また，本研究も含めて，これらの研究には，今後，検証が必要

であり，県内各校の協力の基，実践研究につなげていきたいと考えている。 
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